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背景 
日本では児童虐待通告件数は年々増加している。医療機関からの児童虐待通告
は少ないが重篤なケースが含まれている。児童虐待は社会的に総合判断される
が、医療機関のみでは虐待診断はできないため、その対応に苦慮することが多
い。そのため近年、医療機関では虐待対応組織や Child protection team（
CPT）を構築して虐待に対応している。また、海外では虐待の判断をしている
行政や福祉と医療機関が連携して虐待リスクアセスメントに生かしているとい
う報告もある。 
本研究では、千葉大学病院 CPT 介入患者を後方視的に検討し、虐待が疑われ
る児、家族、環境の特徴を調査した。また、学際的家族支援・介入の虐待発生
予防への影響を検討した。 
 
材料と方法 
2016 年 4 月から 2018 年 3 月に千葉大学病院を受診し、千葉大学病院 CPT が
介入した 18 歳未満の患者を対象とした。後方視的に診療録を調査し、各評価
項目についてデータを採取した。患者の評価項目として、性別、年齢、虐待の
種類、基礎疾患、周産期歴、予防接種や健診受診状況等を評価した。家族や環
境の評価項目として、医療保険の加入、生活保護受給、家族構成、婚姻状況、
年齢、家族の基礎疾患、親族の支援、行政・福祉サービスの介入歴、警察通報
、市町村への通告、児童相談所への通告等を評価した。各項目は、虐待疑い群
とその他の群にて比較した。また虐待疑い群では行政・福祉サービスの介入歴
と各虐待の発生状況との関連について解析をした。 
統計分析は Student’s t-test もしくはχ二乗検定を用いて行い、p 値<0.05 を有
意とみなした。 
本研究は千葉大学大学院医学研究院倫理審査にて倫理承認を得た（承認番号
3261）。 
 
結果 
解析対象は 150 例(N=150)であった。千葉大学病院 CPT で虐待を疑った児を
虐待疑い群（N=82）、それ以外を非虐待群（N=68）として 2 群間での各項目
についての解析を行った。虐待疑い群では有意に子どもの年齢は高く、NICU
入院歴は少なかった。また婚姻状況においては、虐待疑い群では有意に保護者
の未婚者が少なかった。他には虐待疑い群では有意に医療保険加入者が多く、
生活保護受給者が少なかった。 
次に虐待疑い群において、各虐待と行政・福祉サービス介入の関連について解
析をした。1 歳未満では行政・福祉サービスの介入があると有意に身体的虐待
が少なかったが、ネグレクトは有意に多かった。 
 
結論 
千葉大学病院 CPT に報告された症例は、ある程度のスクリーニングがされて
おり、事例の背景に偏りがなかった。虐待リスクが高い家族は、周産期や乳児
期にできるだけ早く介入することで身体的虐待の予防ができる可能性がある。
一方で海外の既報と同様にネグレクトに関しては通常の介入では予防ができな
い可能性があるため、各家庭での虐待リスクの種類に応じて介入内容を調整す
る必要がある。 
  
